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１．施工計画書について 

施工計画書は、工事目的物を完成させるための一切の手段は、工事における制約条件（工期、工

事費、品質の確保、安全の確保、地域環境の保全等）を考慮し、契約図書に特別定めがない限り受

注者が自己の責任において定めるものでる。 

※滋賀県一般土木工事等共通仕様書（以下「共通仕様書」という。） 第１編１－１－４（施工

計画書）で「受注者は、工事着手前に工事目的物を完成させるために必要な手順や工法等につ

いての施工計画書を監督職員に提出しなければならない。」と規定している。 

 

２．作成上の留意点 

 （１）受注者は施工計画書に基づき施工するものであることから、契約図書に基づく目的物の品質確

保や諸法規の遵守はもちろんのこと、自社の体制や実施能力との関連も検討し、確実に施工で

きる内容でなければならない。 

（２）受注者は施工計画書に「４．記載事項と記載例」に示す事項について記載しなければならない。 

また、監督職員がその他の項目について補足を求めた場合には、追記や詳細な施工計画書を作

成しなければならない。 

（３）受注者は、変更協議等により施工計画書の内容で変更が生じる場合には、当該工事に着手する

前に、変更に関する事項について直近の施工計画書に追加するものとする。 

ただし、軽微なものについては、監督職員と協議の上、省略ことができる。 

（４）工期末の精算変更や施工方法の変更（追加）を伴わない数量のわずかな増減等の軽微な変更や

短期間の工期変更等で施工計画に大きく影響しない場合は、新たに変更施工計画書の提出は不

要とする。 

（５）受注者は緊急工事や維持工事等の簡易な工事については、監督職員と協議の上、記載内容の一

部を省略ことができる。 

（６）設計図書に特別の定めがある場合を除き、仮設、施工方法等工事目的物を完成するために必要

な一切の手段については、請負人が、その責任において定めるものであることから、安易な当

手引きの複写による作成は厳に慎むこと。 
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３．記載事項と記載例 

受注者は、施工計画書に次の事項について記載する。また、監督職員がその他の項目について

補足を求めた場合や、技術提案（付帯条件がある場合は、付帯条件を満たした提案）に基づく内

容については追記するものとする。 

 

（ １ ） 工事概要 

（ ２ ） 計画工程表 

（ ３ ） 現場組織表 

（ ４ ） 指定機械 

（ ５ ） 主要船舶・機械 

（ ６ ） 主要資材 

（ ７ ） 施工方法（主要機械、仮設備計画、工事用地等を含む） 

（ ８ ） 施工管理計画 

（ ９ ） 安全管理 

（１０） 緊急時の体制及び対応 

（１１） 交通管理 

（１２） 環境対策 

（１３） 現場作業環境の整備 

（１４） 再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法 

（１５） その他 

 

 

     

手引き内の文字色の基本的な使い分け 

青文字 ・・・ 記入例で想定した現場に合わせた記述部分 

赤文字 ・・・ 作成上、注意が必要な事項 
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総括監督員 主任監督員 監督員 

 

 

□□  年  月  日 

 総 括 監 督 員   

 主 任 監 督 員   

 

 

                   （請負者） 

                     住   所 

                     氏   名 

                     現場代理人            印 

                      

 
 

施 工 計 画 書 

 

 

       

契 約 番 号   □□  年度 第    号 

工 事 名  ○○管布設工事（○○－○○○） 

工 事 場 所   大津市○○町 

契 約 工 期   
自  ○○  年  月  日 

至  ○○  年  月  日 

 

 

   上記の工事について、別紙のとおり施工計画書を作成したので提出します。 

 

 

 

表紙例 
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【記載例】        目   次 

   

（１）工事概要 ・・・・・・・・・・・・・・・ P.1 

（２）計画工程表 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（３）現場組織表 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（４）指定機械 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（５）主要機械 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（６）主要資材 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（７）施工方法 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

 １）主要な工種の作業フロー 及び ２）施工実施上の留意事項及び施工方法 

  (ｱ) ＧＸ管 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

  (ｲ) 配水用ＰＥ管 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

   (ｳ) ガス用ＰＥ管 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

  (ｴ) ○○○ ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

    

 ３）仮設備計画 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

  ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（８）施工管理計画 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

 ①出来形管理計画 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

 ②品質管理計画 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

 ③段階確認計画 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

    

（９）安全管理 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（10）緊急時の体制及び対応 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（11）交通管理 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（12）環境対策 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（13）現場作業環境の整備 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

（14）再生資源の利用の促進と 

建設副産物の適正処理方法 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

P. 

   

（15）その他   

  ①保険等 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

  ②許可申請（届出） ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 

  ③創意工夫等 ・・・・・・・・・・・・・・・ P. 
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（１）工事概要 

工事概要は、設計図書に基づき、下記記載例程度の内容を記載する。 

 

 

 

    【記載例】 

 

   （１）工事概要 

 

工 事 名 配水管及び低圧ガス本管布設工事（○－○○） 

工 事 場 所 大津市 ○○町 

請 負 代 金 額 １２，３４５，６７０円 

契 約 年 月 日 □□  年  月  日 

工 期 □□  年  月  日 ～ □□  年  月  日 

発 注 者 大津市 企業局 ○○部 ○○○○課 

受 注 者 

○○○○建設株式会社 

所在地 大津市○○ ○丁目○－○ 

TEL.  

 

 

 ［工事内容］ 

 

工 種 種 別 単位 数量 摘  要 

配水管布設工 DIP-GXφ150 ｍ 123  

給水管布設工 PPφ20 箇所 23  

低圧ガス本管布設工 PE100A ｍ 345  

供給管布設工 PE30A 箇所 45  

既設管撤去工 DIP-Kφ200 ｍ 234  

仮設工 交通管理工 式 1  

 
   

    

 

 

 

※工期末の精算変更や施工方法の変更（追加）を伴わない工事内容の数量の増減や短期間（概ね

１ヶ月以内）の工期変更等で施工計画に大きく影響しない場合は、新たに変更施工計画書の提

出は不要とする。 
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（２）計画工程表 

計画工程表は各工種（種別）について、作業の開始と終了が分かるようバーチャート、ネットワ

ーク手法等で作成する。 

作成にあたっては、自社の体制や実施能力のほか、現場条件、気象などの自然条件等を十分考慮

する。 

上記の事項が考慮されて作成されていれば、契約時に提出する工程表の写しでもよい。 

 

 【記載例】 

 

 （２）計画工程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※稼動日数、労務計画の記載は不要とするが、工程表の作成にあたっては、建設工事従事者の健

康管理や安全管理の観点から、土曜、日曜、祝日等の休日の確保や降雨等の作業不能日数を見

込み、無理の無い工程とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稼動日数 （日）

６月 ７月 ８月 ９月 １０月

暦 日 数 20 31 31 30 25

休 日 6 9 11 10 7

不 稼 動 日 数 3 5 4 3 2

稼 動 予 定 日 数 11 17 16 17 16

労務計画 （延べ人）

６月 ７月 ８月 ９月 １０月

世 話 役 11 28 44 61 68

特 殊 運 転 手 0 15 26 32 32

一 般 運 転 手 0 15 26 32 34

配 管 工 0 15 26 32 33

特 殊 作 業 員 0 7 10 11 12

普 通 作 業 員 2 30 52 64 68

　　　　　　　　　月別
　日数

　　　　　　　　　月別
　日数

自　□□  ○○年　６月１０日
至　□□  ○○年１０月２５日

仮設備工

７月 ８月

10　　　　20 10　　　　20
工種 種別 細別

後片付け工 式 1

配水管及び低圧ガス本管布設工事（○－○○）　計画工程表

箇所 23

ガス本管布設工 PE100A ｍ 345

配水管布設工 GXφ150 ｍ 123

PPφ20給水管布設工

９月

10　　　　20

供給管布設工 PE30A 箇所 23

単位 数量

準備工

試験掘工 箇所

式 1

8

６月

10　　　　20

作成 

不要 
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（３）現場組織表 

現場組織表は、現場における組織の編成及び命令系統並びに業務分担がわかるように記載し、監

理（主任）技術者、専門技術者を置く工事についてはそれを記載する。 

 

【 記載例 】 

 

（３）現場組織表 

当工事の組織編制及び命令系統は下図のとおりです。 

また、当工事の施工上、必要な資格を有する現場従事者については、作業主任者一覧表に記

載のとおりです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      作業主任者及び作業者一覧表 

資      格 業 者 名 氏  名 取得年月日 登録（受講）番号 

地山の掘削及び土止め支保工 

作業主任者 

（地山の掘削作業主任者） 

（土止め支保工作業主任者） 

○○工業㈱ ○○ ○○ ○年○月○日 第○○○－○○号 

車両系建設機械運転者 ○○工業㈱ ○○ ○○ ○年○月○日 第○○○－○○号 

締固め用機械運転者 ○○工業㈱ ○○ ○○ ○年○月○日 第○○○－○○号 

移動式クレーン運転士 ㈱○○重機 ○○ ○○ ○年○月○日 第○○○－○○号 

玉掛作業者 ㈱○○設備 ○○ ○○ ○年○月○日 第○○○－○○号 

配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管配管施工者 ㈱○○設備 ○○ ○○ ○年○月○日 第○○○－○○号 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管配管施工者(耐震継手) ㈱○○設備 ○○ ○○ ○年○月○日 第○○○－○○号 

外管責任技術者 ㈱○○設備 ○○ ○○ ○年○月○日 第○○○－○○号 

外管工事士 ㈱○○設備 ○○ ○○ ○年○月○日 第○○○－○○号 

溶接技能者（JIS Z3801 N-2P） ○○鋼管㈱ ○○ ○○ ○年○月○日 第○○○－○○号 

 ・・・・・     

 

作業主任者及び作業者一覧表は受注した工事を施工する上で必要となる資格を有する現場従事者

の氏名等を記入する。 ※資格（登録）証の写しも添付する。ただし、資格内容・取得年・氏名・

顔写真が判別できれば良いため、資格確認に必要のない個人情報は黒塗りで良い。 

専門技術者

○○　○○

TEL.○○○○

○○　○○

○○　○○

○○　○○

○○　○○

○○　○○

○○　○○

○○　○○

○○　○○

○○　○○

○○　○○重 機 管 理

事 務 管 理

○○　○○

○○　○○

○○　○○

安全衛生責任者

○○　○○

TEL.○○○○

安 全 巡 視 者

労 務 管 理

資 材 管 理

建設副産物責 任者

施 工 管 理

機 械 管 理

事 務 管 理

○○　○○

TEL.○○○○ 機 械 器 具 管 理

設 計 照 査

工 程 管 理

品 質 管 理

出 来 形 管 理

写 真 管 理

測 量

品質証明員

○○　○○

TEL.○○○○

現場代理人

○○　○○

TEL.○○○○

主任（監理）技術者

※品質証明員の配置は、契約図書で

配置を求められた工事のみ。 

※専門技術者は、受注者が配置し

た場合のみ。 
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【 参考 】労働安全衛生法に定める資格等一覧（抜粋） 

    詳細は ４．参考資料（３）労働安全衛生法に定める資格等一覧（ P.59～P.64 ） 

                ※作業主任者及び作業者一覧表の作成に際しては、最新の法令を確認すること。 

選

任 

作業主任者 

及び作業者 
業務内容 資格(教育)要件 規則条文 

★ 

地山の掘削及び 

土止め支保工 

作業主任者 

掘削面の高さが2m以上となる地山の掘削及び土止め支保

工の切りばり又は腹おこしの取付け取り外しの作業 
技能講習修了者 

安衛則 359 、

360、374、375

★ 
型わく支保工の組

立て等作業主任者 
型わく支保工の組立て又は解体の作業 技能講習修了者 

安衛則 246 、

247 

★ 
エックス線 

作業主任者 

①エックス線装置の使用又は発生を伴う検査業務 

②エックス線管、ケノトロンのガス抜き又は・・・・・ 
免許 電離則46、47 

★ 
酸素欠乏危険 

作業主任者 

第一種及び第二種酸素欠乏危険場所における作業 

（酸欠） （酸欠＆硫化水素） 

技能講習修了者

(一種・二種) 
酸欠則11 

 
酸素欠乏危険 

作業者 
酸素欠乏危険作業に係る業務 特別教育修了者 

安衛則36(26)

酸欠則12 

 

車両系建設機械

（整地・運搬・ 

積込み・掘削用） 

運転者 

機体重量3t以上のもの 

動力を用い、かつ、不特定の

場所に自走できるものの運転

の業務。ただし、道路上の走

行を除く。 

（ﾊﾞｯｸﾎｳ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ、 

ﾓｰﾀｰｸﾞﾚｰﾀﾞｰ等） 

技能講習修了者 安衛令20(12) 

機体重量3t未満のもの 特別教育修了者 安衛則36(9) 

 
車両系建設機械(締

固め用)運転者 

ローラの運転業務(道路上の走行を除く) 

（振動ローラ、タイヤローラ、ロードローラ等） 
特別教育修了者 安衛則36(10) 

 
移動式クレーン 

運転者 

つり上げ荷重が5t以上の移動式クレーンの運転 
免許(移動式クレ

ーン運転士) 

安衛令20(7)ク

レーン則68 

つり上げ荷重が1t以上5t未満の移動式クレーンの運転 

免許(移動式クレ

ーン運転士)技能

講習修了者 

安衛令20(7)ク

レーン則68 

つり上げ荷重が1t未満の移動式クレーンの運転 

免許(移動式クレ

ーン運転士)技能

講習修了者特別

教育修了者 

安衛則36(16)

クレーン則67 

 玉掛け作業者 

制限荷重が1t以上の揚貨装置又はつり上げ荷重が1t以上

のクレーン、移動式クレーン又はデリックの玉掛け 
技能講習修了者 

安衛令20(16)

クレーン則221

制限荷重が1t未満の揚貨装置又はつり上げ荷重が1t未満

のクレーン、移動式クレーン又はデリックの玉掛け 
特別教育修了者 

安衛則36(19)

クレーン則222

【 参考 】大津市企業局一般仕様書に定める資格等（抜粋） 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管配管

施工(耐震継手) 
ＧＸ形・ＮＳ形・Ｋ形等の接合作業 

JDPA受講証 

JWWA登録証 

2.2.2.1 一 般

事項 

配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 

配管施工者 
配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管の接合作業 

POLITEC 

受講証 

2.2.5.3 配 水

用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管接

合 

外管責任技術者、

外管工事士 

低圧ガス導管の接合 

（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管、ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管ＧＭⅡ形） 
資格証 

3.2.3.1 接合 

3.2.4.1 接合 

溶接技能者 中圧導管の溶接作業 
JIS Z 3801 

(N-2P)証明書 
3.2.2.1 溶接 
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（４）指定機械 

工事に使用する機械で、設計図書で指定（騒音振動、排ガス規制、標準操作等）されている機械

について記載する。 

 

【 記載例 】 

 

（４）指定機械 

設計図書で指定されている機械で、当工事で使用する機械は下表のとおりです。 

機 械 名 指定内容 機種・規格 メーカー名 台数 使用工種 摘   要 

バックホウ 
排ガス 

低騒音 
0.28ｍ3 ○○○ 1 管路土工  

バックホウ 
排ガス 

低騒音 
0.13ｍ3 ○○○ 1 管路土工  

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀ 
排水吸引 

機能 
切削深30cm ○○○ 1 舗装切断工  

ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ型 

振動ローラ 

排ガス 

低騒音 
3～4ｔ ○○○ 1 表層工 

特定建設作業

届出対象 

発動発電機 

（溶接兼用） 

排ガス 

低騒音 
200A ○○○ 1 鋼管溶接工  

       

 

     なお、低騒音型建設機械については、指定騒音対策型であることがわかるよう 

「‘９７ラベル」が確認できる写真を撮影します。 

 

 

（５）主要機械 

工事に使用する機械で、設計図書で指定されている機械以外の主要なものを記載する。 

 

【 記載例 】 

 

（５）主要機械 

設計図書で指定されている機械以外で、当工事で使用する主要な機械は下表のとおりです。 

機  械  名 規  格 台数 使 用 工 種 摘  要 

ダンプトラック 2ｔ 1 
土砂運搬 

アスファルト殻運搬 
排出ガス対策型 

ダンプトラック 4ｔ 1 
土砂運搬 

アスファルト殻運搬 
排出ガス対策型 

タンパ 60～80kg級 1 埋め戻し工  

バイブロコンパクタ 100kg級 1 路盤工  

ハンドガイド式 

振動ローラ 
0.5～0.6ｔ 1 表層工 

低騒音型 

特定建設作業 

発電機 100V 1 工事用100V機器の電源  

水中ポンプ φ50 1 水替え工  
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（６）主要資材 

工事に使用する主要資材について、品質証明方法及び材料確認時期等について記載する。 

 

※配管材料については、本管（直管）のみを記載し、詳細は「工事材料の使用について」参照で

良い。 

 

【 記載例 】 

 

（６）主要資材 

工事に使用する主要資材の品質証明方法及び材料納入予定時期は下表のとおりです。 

なお、主要な配管材料以外については、「工事材料の使用について（使用材料承諾願い）」に

記載します。 

 

品  名 規  格 予定数量 納入業者 品質証明 納入時期 摘  要 

加熱アスフ

ァルト合材 

密 粒 度 As

（20） 
15.5ｔ ○○○ 

アスファル

ト混合物事

前審査制度

認定証 

○月中旬 

～○月上旬 
即日仮復旧

再生砕石 RC30 12t ○○○ 試験成績表 ○月中旬  

粒度調整砕

石 
M30 8ｔ ○○○ 試験成績表 ○月中旬  

ﾀﾞｸﾀｲ 

ﾙ鋳鉄管 
GX形1種管 23本 ○○○ 

日本水道協

会受検証明

書 

○月中旬  

ﾀﾞｸﾀｲ 

ﾙ鋳鉄管 
GX形異形管 1式 ○○○ 

日本水道協

会受検証明

書 

○月中旬 

詳細は使用

材料承諾願

いに記載 

ガス用 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 
PE100A直管 56本 ○○○  ○月中旬 ｶﾀﾛｸﾞ 

ガス用 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 
異形管等 1式 ○○○ ｶﾀﾛｸﾞ ○月中旬 

詳細は使用

材料承諾願

いに記載 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被

覆鋼管 

PLP-P2S 

200A 
25本 ○○○ ﾐﾙｼｰﾄ ○月中旬 ｶﾀﾛｸﾞ 

・・・       
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（７）施工方法 

施工方法は、次のような内容を記載する。 

１）「主要な工種」毎の作業フロー 

該当工種における作業フローを記載し、各作業段階における以下の事項について記述する。 

２）施工実施上の留意事項及び施工方法 

工事箇所の作業環境（周辺の土地利用状況、自然環境、近接状況等）や主要な工種の施工実

施時期（降雨時期、出水・渇水時期等）等について記述する。 

これを受けて施工実施上の留意事項及び施工方法の要点、制約条件（施工時期、作業時間、

交通規制、自然保護等）、関係機関との調整事項について記述する。 

また、準備として工事に使用する基準点や地下埋設物、地上障害物に関する防護方法につい

て記述する。 

３）該当工種（工程）における使用予定機械を記載する。または、工種別フローに記載する。 

[ 使用予定機械一覧 記載例 ] 

機 械 名 規   格 台数 使 用 工 種 

○○○ ○○○ ○ ○○○ 

    

 

    または、工種別作業フローに記載の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）その他 

工事全体に共通する仮設備の構造、配置計画等について具体的に記述する。 

その他、間接的設備として仮設建物、材料、機械等の仮置き場、プラント等の機械設備、運

搬路（仮設道路、仮橋、現道補修等）、仮排水、安全管理に関する仮設備等（工事表示板、安

全看板等）について記述する。 

 

また、記載対象は次のような場合を標準とする。 

① 主要な工種 

② 通常の施工方法により難いもの（例：新技術による施工等） 

③ 設計図書で指定された工法 

④ 共通仕様書に記載されていない特殊工法 

⑤ 施工条件明示項目で、その対応が必要とされる項目 

⑥ 特殊な立地条件での施工や関係機関及び第三者対応が必要とされている施工等 

⑦ 共通仕様書において、監督職員の「承諾」を得て施工するもののうち、事前に記述でき

るもの及び施工計画書に記述することとなっている事項 

⑧ 指定仮設又は重要な仮設工に関するもの 

 

舗装取り壊し工 

BH 0.1ｍ3 

掘削工 

BH 0.1ｍ3 

舗装ガラ運搬工 

DT 2t 

発生土運搬工 

DT 2t、DT 4t 
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【 記載例 】 

（７）施工方法 

施工場所は郊外の住宅地で、道路両側に住宅が連なり、営業中の店舗も２店あります。交通量は、

通勤・通学時間帯以外は多くありませんが、児童の帰宅時間帯には、安全に十分配慮する必要があり

ます。 

既存の地下埋設物としては測点５から測点７の区間でＮＴＴの回線ケーブルが、管布設予定法線の

反対車線側に埋設されています。また、測点３付近で水路（ＨＰφ６００）が横断しています。 

全体の施工手順は、以下のとおりです。 

 

準備工  

A.設計図書の照査および結果報告と管布設詳細図（施工図）作成 

B.地元説明 

C.試験掘及び結果報告 

D.管埋設位置の協議及び決定 

※必要に応じて管布設詳細図（施工図）を修正 

E.在来土試験 

 

・工種（管種）毎の作業フローによる 
管布設工 

  

後片付け 

準備工 

A.設計図書の照査および結果報告 

設計図書で指定のあった施工上の基本条件（作業時間、交通処理、○○○、････）や

施工中の振動・騒音の配慮面や地下埋設物、近接構造物の状況、資機材の搬入ルート、

○○○、を現地踏査し、確認します。 

あわせて、設計図書の確認を行い、図面の記入もれや設計図に基づく適正な施工が可

能かなどを確認します。 

なお、目視可能な横断管等は、その寸法、標高、地盤高を測量します。 

照査が完了次第、照査結果を報告します。 

 あわせて、照査結果を反映した図面（平面図・横断面図・配管詳細図等の施工図）を

作成します。 

B.地元説明 

照査結果を踏まえ速やかに計画工程を作成し、監督職員と協議します。着手時期、地

元への周知方法等は、その指示に従います。 

なお、店舗や各家庭に駐車場の出入りに支障がでるため、１週間単位の工程を書いた

チラシを作成し、該当区間に各戸配布します。・・・・・など、工事場所の特性に応じ

た処理をする場合はその手順を書く。 

並行して、各家庭への引き込み工事について説明を行い、順次、その位置を確定して

いきます。また、土間や外壁、塀などのひび割れも確認してもらいます。 

C.試験掘及び結果報告 

試験掘は、既存の地下埋設物の位置と図面の管法線、深さに埋設が可能かを確認する

ため実施します。掘削位置は監督職員と現地立会いの上、決定します。 

当工事区間にはＮＴＴ地下ケーブルが埋設されているため、ＮＴＴ（○○○）と近接

施工協議を実施し、協議に基づき施工します。 

試験掘結果は、路面にマーキングを行い、試験掘結果報告書を提出します。 

D.管埋設位置の協議及び決定 

試験掘結果報告書に基づき、管埋設位置について協議を行います。 

その後、必要に応じて、図面（平面図・横断面図・配管詳細図等の施工図）を修正し、

監督職員の承諾を得た後、材料手配等の施工準備を開始します。 

E.在来土試験 

在来土が埋め戻し材に適しているかを判断するため、試験掘時に試料を採取し、コー

ン指数試験（またはＣＢＲ試験）・土の含水比試験・土の粒度試験及び土の突き固め試

験を実施し、その結果を速やかに報告します。 
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１） 主要な工種の作業フロー 

   ○○管φ○○の布設は下記の作業フローの手順で施工します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            ※現場で使用する機種名を記載 

                                                        例では HG式：ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 

                                 

 

 

 

 

       日々繰り返し 

 

２）施工実施上の留意事項及び施工方法 

A. 舗装切断には、排水吸引機能付きの切断機械を使用します。発生する泥水が道路側溝や水路に流

出しないよう回収し、適正に処理します。 

  【基準量を越える場合】 

舗装切断には、排水吸引機能付きの切断機械を使用します。発生する泥水が道路側溝や水路に

流出しないよう回収し、建設汚泥として、株式会社○○（○○市○○町○○番）に搬出し、適正

に処理します。 

 

B. 舗装を取り壊す際は、必要以上の騒音が発生しないよう留意します。 

 

C. 舗装ガラはダンプトラックで直接、産廃処理契約を締結した○○に搬出します。［または、当社

資材置き場に仮置きした後、産廃処理契約を締結した○○に搬出します。］ 

 

D. 掘削の際は、横断管（この例では農業用水）や土質の変調に留意しながらバックホウで、掘削幅

○○cm、所定の深さ（設計値○○○㎜）まで掘り進めます。その後、床付け面を人力で平坦に整

えます。その際、床付け面に石などがある場合は取り除きます。 

 

E. 掘削土砂は、ダンプトラックで直接、指定処分地である○○に搬出します。［または、当社資材

置き場に仮置きした後、指定処分地である○○に搬出します。］ 

 

A.舗装切断工 

B.舗装取り壊し工 
※BH 0.1ｍ3 

D.掘削工 
※BH 0.1ｍ3 

F.土留工 

G.管布設工 

K.路盤工 
※ﾊﾞｲﾌﾞﾛｺﾝﾊﾟｸﾀｰ100kg

L.舗装仮復旧工 
※HG式振動ﾛｰﾗ 0.5t 

C.舗装ガラ運搬工 
※DT 2t 

E.発生土運搬工 
※DT 2t、DT 4t

J.埋め戻し工 
※ﾀﾝﾊﾟ80kg、BH 0.1ｍ3

[段階確認] 

水圧試験 

・接続点～測点５布設完

了時 

○○MPa以上 ○分間 
H.弁栓類設置工 

継ぎ手チェック 

シート（継ぎ手毎） 

水圧試験（全箇所） 

・○○MPa以上 ○分間
I.給水管布設工 

コア密度試験 

○○%以上 

 路線ＡとＢで実施 

（○○㎡毎に1回以上）

[立会い確認] 

現場密度試験 

・路床(○○%以上) 

・上層路盤(○○%以上) 

  測点１と６で実施 

（○○㎡毎に1回以上）

(ｱ) ＤＩＰ－ＧＸ形管φ１５０ 

作業フローの記載例 
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F. 測点○付近にある水路を下越しするため、前後4ｍの区間で土留を行います。ただし、これ以外

の区間でも、崩壊性の高い地山を確認した際に、速やかに土留めができるよう常に土留め資材を

現場に用意しておきます。（詳細は仮設備工の欄に記載）撤去は、必要以上に引き抜き時の付加

土圧が発生しないよう埋め戻しに合わせて、段階的に引き抜きを行い、地山の変調に注意しなが

ら撤去します。 

 

G. GX管の布設に際し、まず枕木の上で明示テープを管に貼り付けた後、挿し口側から挿入して、ポ

リエチレンスリーブを端から50cmの位置に付けられた印と管の端が一致するよう引き伸ばしま

す。その後、所定の手順（添付のポリエチレンスリーブ施工要領書）に従い、損傷のないよう十

分注意し、できるだけ管に密着させて固定します。 

同時に、明示テープと緩みをもたせたロケーティングワイヤーを管上に固定します。 

その後、スリーブに傷をつけないように注意して、管を吊り降ろします。 

 

管の接合は、日本ダクタイル鋳鉄管協会の接合要領書に基づき作業主任者一覧表に記載の有資

格者が下記の手順で施工します。（詳細は添付の接合要領書参照） 

 

(1) 差し口外面を、端部から30cm程度ウエスで清掃します。 

(2) ロックリングとロックリングホルダが正常な状態であるか目視及び手で触って確認しま

す。ライナを使用する箇所については、ライナの向きに注意しながら受け口の奥に当たる

まで挿入した後、受口奥部に当たっていることを手で触って確認します。 

(3) ゴム輪の装着は、ヒール部を手前にしてヒール部が受口内面の凹部に完全にはまり込むよ

うに正確に行います。 

(4) 挿し口先端から白線Aまでの範囲及びゴム輪の挿し口接触部分に滑材をむらなく塗布しま

す。塗布の際には、受口内面やゴム輪の奥側に滑剤が付着しないよう注意して施工しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 当工事で布設するφ150㎜に対応した接合用のリングとレバーホイスト（１台）を使用

し、白線Ａの幅の中に受口端面がくるように挿し口を挿入します。 

(6) 切管を使用する場合は、切管先端から24.5㎜（φ150の場合）の位置に専用の溝切機械で

幅4.5㎜、深さ2.5㎜の溝を加工した後、専用のチェックゲージで所定の寸法で加工できて

いることを確認します。あわせて、加工した箇所のバリなどをやすりで取り除きます。溝

切や面取り加工した面にダクタイル鋳鉄管切管鉄部用塗料を塗布します。 

(7) 溝用シールで切管用挿し口リングを溝に取り付け、隙間ゲージで浮き上がりがないことを

確認した後、タッピングネジで固定します。再度、隙間ゲージで浮き上がりがないことを

確認します。 

(8) 挿し口に２本の白線（白線Ａ、Ｂ）を下図の位置に白色油性マジックでマーキングしま

す。なお、当工事はGXφ150㎜なので、ℓ1は185㎜です。 

 

 

 

 

 

 

(9) Ｇ－Ｌｉｎｋを使用する場合も、(6)～(8)と同じ手順で挿し口を加工します。 

 

接合が完了したら、埋め戻した時に、継ぎ手の形状に無理なく馴染むよう十分たるませて固定し

ます。押しボルトのあるＧ－Ｌｉｎｋなどの使用箇所は短く切った四重に折りたたんだスリーブ

を押しボルトに当てて養生し、スリーブの損傷を防止します。 

 

 

H. 仕切弁用ボックスには、コンクリート製を使用します。 

基礎となる地盤は、据付け後にボックスが沈下しないよう、仕切り弁や管に損傷を与えないよ

う注意しながら十分転圧します。仕上がり高さは、製品高さのGL.－○○cmとします。 

底版は、水準器等を用いて水平度を確認しながら、道路線形や鉄蓋の開閉方向に注意して据付

けます。 

 

白線Ｂ 白線Ａ

切管用挿し口リング

10 10

80 ℓ1

白線Ｂ

白線Ａ

ロックリング

直管用ゴム輪
ロックリングホルダ

挿し口突部
受口奥部この手引きはホームページに公開するため、図をあえて書

き直していますが、提出は、協会やメーカーの施工要領書

等に、留意する箇所をマーカーで着色したものの添付でも

了とします。 

ただし、現場特有の材料や工法の施工手順は必ず、
追記する。 
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                            ※現場で使用する機種名を記載 

例では HG式：ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 

                                  

             

 

 

日々繰り返し 

         

 

 

２）施工実施上の留意事項及び施工方法 

A. 舗装切断には、排水吸引機能付きの切断機械を使用します。発生する泥水が道路側溝や水路に流

出しないよう回収し、適正に処理します。 

 【基準量を越える場合】 

舗装切断には、排水吸引機能付きの切断機械を使用します。発生する泥水が道路側溝や水路に

流出しないよう回収し、建設汚泥として、株式会社○○（○○市○○町○○番）に搬出し、適正

に処理します。 

 

B. 舗装を取り壊す際は、必要以上の騒音が発生しないよう留意します。 

 

C. 舗装ガラはダンプトラックで直接、産廃処理契約を締結した○○に搬出します。［または、当社

資材置き場に仮置きした後、産廃処理契約を締結した○○に搬出します。］ 

 

D. 掘削の際は、横断管（この例では農業用水）や土質の変調に留意しながらバックホウで、掘削幅

○○cm、所定の深さ（設計値○○○㎜）まで掘り進めます。その後、床付け面を人力で平坦に整

えます。その際、床付け面に石などがある場合は取り除きます。 

A.舗装切断工 

B.舗装取り壊し工 
※BH 0.1ｍ3 

D.掘削工 
※BH 0.1ｍ3 

F.土留工 

G.管布設工 

K.路盤工 
※ﾊﾞｲﾌﾞﾛｺﾝﾊﾟｸﾀｰ100kg

L.舗装仮復旧工 
※HG式振動ﾛｰﾗ 0.5t 

C.舗装ガラ運搬工 
※DT 2t 

E.発生土運搬工 
※DT 2t、DT 4t 

J.埋め戻し工 
※ﾀﾝﾊﾟ80kg、BH 0.1ｍ3

H.弁栓類設置工 

継ぎ手チェック 

シート（継ぎ手毎） 

水圧試験（全箇所） 

・○MPa以上 ○分間 
I.給水管布設工 

[段階確認] 

水圧試験 

・接続点～測点５布設完

了時 

○○MPa以上 ○分間

コア密度試験 

○○%以上 

 路線ＡとＢで実施 

（○○㎡毎に1回以上）

[立会い確認] 

現場密度試験 

・路床(○○%以上) 

・上層路盤(○○%以上) 

  測点１で実施 

（○○㎡毎に1回以上） 

(ｲ) 配水用ＰＥ－ＥＦ管φ１００作業フローの記載例 
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E. 掘削土砂は、ダンプトラックで直接、指定処分地である○○に搬出します。［または、当社資材

置き場に仮置きした後、指定処分地である○○に搬出します。］ 

 

F. 測点○付近にある水路を下越しするため、前後4ｍの区間で土留を行います。ただし、これ以外

の区間でも、崩壊性の高い地山を確認した際に、速やかに土留めができるよう常に土留め資材を

現場に用意しておきます。（詳細は仮設備工の欄に記載）撤去は、必要以上に引き抜き時の付加

土圧が発生しないよう埋め戻しに合わせて、段階的に引き抜きを行い、地山の変調に注意しなが

ら撤去します。 

 

G. ＰＥ管の布設に際し、掘削溝内での融着時に砂やほこり、地下水が融着作業の支障にならないよ

う管の下にシートを敷きます。また、突然の降雨などで融着面が濡れないよう簡易テントを現場

に常備します。 

   管基礎は砂を敷き均し・転圧を行い、平坦に仕上げます（厚み10cm）。 

明示テープと緩みをもたせたロケーティングワイヤーを管上に固定した後、掘削溝内に管を吊

り降ろします。 

 

 

管の接合は、作業主任者一覧表に記載の有資格者が配水用ポリエチレンパイプシステム協会の

施工マニュアルに基づき、下記の手順で施工します。（詳細は添付のマニュアル参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 掘削溝内で接合する場合は、砂やほこりなどが付着しないよう接合箇所の下に清潔なビニ

ールシートを敷いた後、差し口外面を、端部から20cm以上をペーパータオルで清掃しま

す。 

(2) 管端から規定の差込長さ（φ100の場合77㎜）の位置に標線を油性マジックで記入し、削

り残しや切削むらがわかるよう切削面をマーキングします。 

(3) スクレーパーを用いて管端から標線の間をマーキングが完全に消えるまで切削します。切

削完了後、素手（またはポリエチレン製の手袋）で切削面とソケット内面全体をアセトン

を浸み込ませたペーパータオルを用いて清掃します。 

(4) 切削清掃済みの管をソケットに挿入し、ソケット端面に沿って円周方向にマーキングしま

す。この作業は、清掃面を素手で触れないよう注意して行います。 

(5) ソケットに標線の位置まで挿入した後、ソケットと管をクランプで固定します。 

(6) ソケットの端子にコントローラの出力ケーブルを接続した後、バーコードリーダで継ぎ手

に貼ってあるバーコードを読み込みます。 

(7) コントローラのスタートボタンを押し、数分後、通電が終了し、インジケータが隆起して

いること。コントローラの表示が正常終了を示していること確認します。 

※異常終了の場合は表示部のエラー番号から原因を確認し、接合部分を切り取り、新しい

ＥＦソケットを用いて再施工します。 

(8) 融着が正常終了した後、クランプで固定したまま、外力を加えないで状態で10分間以上冷

却します。 

(9) 融着部には、冷却完了時間・融着年月・請負工事店名・融着者名（有資格者）を油性マジ

ックで記入した後、クランプを取り外します。 

(10)ロケーティングワイヤーの接続（キャップ・テーピング）を確認後、管防護用砂を人力で

投入し、管の両側で均等に胴締めを行いながら敷き均し、人力で管上10cmまで転圧してい

きます。 

 

※メカニカル継ぎ手を使用する箇所は、耐震性を向上させるため、ポリエチレン管にインナーコ

アを挿入し、下記の手順で接合します。 

(1) 差し口外面を、端部から20cm以上をペーパータオルで清掃します。 

  メカニカル継ぎ手の受け口内面とインナーコアも清掃した後、管にインナーコアを挿入し

ます。 

(2) 管端から規定の差込長さの位置に標準挿入量標線①（φ100の場合○○㎜）、最小挿入量標

線②（φ100の場合○○㎜）を油性マジックで記入します。 

(3) 継ぎ手本体受け口内部のゴム面に滑材を塗布し、標線①が継ぎ手端面と一致するよう管を

挿入します。 

(4) スペーサーを取り外して、押し輪と継ぎ手本体がメタルタッチするまでボルトを締め付け

ます。 

この手引きはホームページに公開するため、図をあえて書き直していますが、

提出は、協会やメーカーの施工要領書等に、留意する箇所をマーカーで着色し

たものの添付でも了とします。 

ただし、現場特有の材料や工法の施工手順は必ず、追記する。 
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防護した後、G.

なるよう２層

入念に横断管の

記載する。）

設標識シートを

1ｍを越えるた

する。） 

書による。 

により異なる。 

 

いよう、仕切り

品高さのGL.－

リエチレン管本

道路線形や鉄蓋

を行った位置に

参照） 

接合部から30cm

り除きます。

認して、ボルト

本締めします。

管理します。

施し、漏水がな

孔します。 

m以上の土被り

ないことを確

け、固定用バン

閉します。 

埋め戻し材を投

編２－２－７ 

L-40cmの深さ

に分けてタン

の下側に空隙が

敷きます。 

ため、G.L.-60

り弁や管に損傷

－○○cmとしま

本体に損傷を与

蓋の開閉方向に

に下記の手順で

m以上離れてい

 

トを仮締めした

 

 

ないことを確認

りになるよう布

確認します。 

ンドで分水栓両

投入し、１層が

 埋戻し １．

さまで、在来土

ンパで転圧を行

がないように土

 

0cmの位置に敷

メタル

タッチ

傷を与えないよ

ます。この時、

与えないよう注

に注意して据付

で鋳鉄製サドル

いることを確認

た後、片締めに

認します。 

布設していきま

両端と給水側の

が20cm以下にな

（２） 

土の大きな石を

行います。 

土砂を突き入れ

敷きます。 

よ

注

付

ル

認

に

ま

の

な

を

れ



- 19 - 

 

K. 下層路盤は、１層が20cm以下になるよう再生砕石（RC-30）を敷き均し、バイブロコンパクター

で転圧を行います。 

 上層路盤は、１層が15cm以下になるよう粒度調整砕石（M-30）を敷き均し、２層に分けて、バ

イブロコンパクターで転圧を行います。 

 

L. 上層路盤上の浮石を取り除いた後、エンジンスプレーヤでプライムコートを1.26ℓ/㎡以上となる

ように均一に散布します。また、既設舗装の切断面にはブラシを用いて塗布し、接着性を高めま

す。合材の転圧はハンドガイド式振動ローラで行います。 

また、アスファルト合材は敷き均した時の温度が110℃以上でなければならないため、現場到着

温度が150℃以上となるよう寒冷時には保温用シートで養生して運搬します。 

  転圧完了後は合材温度が50℃以下まで冷めたことを確認して交通開放します。 
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                            ※現場で使用する機種名を記載 

例では HG式：ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 

                                  

 

 

        

日々繰り返し 

 

  

 

 

 

 

 

２）施工実施上の留意事項及び施工方法 
 

A. 舗装切断には、排水吸引機能付きの切断機械を使用します。発生する泥水が道路側溝や水路に流

出しないよう回収し、適正に処理します。 

 【基準量を越える場合】 

舗装切断には、排水吸引機能付きの切断機械を使用します。発生する泥水が道路側溝や水路に

流出しないよう回収し、建設汚泥として、株式会社○○（○○市○○町○○番）に搬出し、適正

に処理します。 

 

 

B.舗装取り壊し工 
※BH 0.1ｍ3 

D.掘削工 
※BH 0.1ｍ3 

F.土留工 

G.管布設工 

K.路盤工 
※ﾊﾞｲﾌﾞﾛｺﾝﾊﾟｸﾀｰ100kg

C.舗装ガラ運搬工 
※DT 2t 

E.発生土運搬工 
※DT 2t、DT 4t 

J.埋め戻し工 
※ﾀﾝﾊﾟ80kg、BH 0.1ｍ3

[立会い確認] 

現場密度試験 

・路床(○○%以上) 

・上層路盤(○○%以上) 

  測点１と６で実施 

（○○㎡毎に1回以上） 

[段階確認] 

気密試験 

・接続点～測点５布設完

了時 

○○ｋPa以上 ○分間
H.水取り器設置工 

継ぎ手チェック 

シート（継ぎ手毎） 

気密試験（全箇所） 

ｻﾄﾞﾙ ○○MPa以上○分間

供給管(本管と同時）○

○kPa以上 240分間 

I.供給管布設工 

A.舗装切断工 

コア密度試験 

○○%以上 

 路線ＡとＢで実施 

（○○㎡毎に1回以上） 

M.連絡工 

N.パージ 

連絡工事承認書 

L.舗装仮復旧工 
※HG式振動ﾛｰﾗ 0.5t 

パージ作業 

計画書 

(ｳ) 低圧ガス用ＰＥ－ＥＦ管φ１５０作業フローの記載例 
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B. 舗装を取り壊す際は、必要以上の騒音が発生しないよう留意します。 

 

C. 舗装ガラはダンプトラックで直接、産廃処理契約を締結した○○に搬出します。［または、当社

資材置き場に仮置きした後、産廃処理契約を締結した○○に搬出します。］ 

 

D. 掘削の際は、横断管（この例では農業用水）や土質の変調に留意しながらバックホウで、掘削幅

○○cm、所定の深さ（設計値○○○㎜）まで掘り進めます。その後、床付け面を人力で平坦に整

えます。その際、床付け面に石などがある場合は取り除きます。 

 

E. 掘削土砂は、ダンプトラックで直接、指定処分地である○○に搬出します。［または、当社資材

置き場に仮置きした後、指定処分地である○○に搬出します。］ 

 

F. 測点○付近にある水路を下越しするため、前後4ｍの区間で土留を行います。ただし、これ以外

の区間でも、崩壊性の高い地山を確認した際に、速やかに土留めができるよう常に土留め資材を

現場に用意しておきます。（詳細は仮設備工の欄に記載）撤去は、必要以上に引き抜き時の付加

土圧が発生しないよう埋め戻しに合わせて、段階的に引き抜きを行い、地山の変調に注意しなが

ら撤去します。 

 

G. ＰＥ管の布設に際し、掘削溝内での融着時に砂やほこり、地下水が融着作業の支障にならないよ

う管の下にシートを敷きます。また、突然の降雨などで融着面が濡れないよう簡易テントを現場

に常備します。 

   管基礎は砂を敷き均し・転圧を行い、平坦に仕上げます（厚み10cm）。 

   明示テープと緩みをもたせたロケーティングワイヤーを管上に固定した後、掘削溝内に管を吊

り降ろします。 

 

管の接合は、作業主任者一覧表に記載の外管工事士（の指揮監督の下）が大津市企業局ガス技

術テキスト（本支管編）に基づき、下記の手順で施工します。 

 

 

 

 

 

 

(1) 掘削溝内で接合する場合は、砂やほこりなどが付着しないよう接合箇所の下に清潔なビニ

ールシートを敷いた後、差し口外面を、端部から20cm以上をペーパータオルで清掃しま

す。 

(2) 管端から規定の差込長さ（φ150の場合○○㎜）の位置に標線を油性マジックで記入し、

削り残しや切削むらがわかるよう切削面をマーキングします。 

(3) スクレーパーを用いて管端から標線の間をマーキングが完全に消えるまで切削します。切

削完了後、切削面とソケット内面全体をアセトンを浸み込ませたペーパータオルを用いて

清掃します。 

(4) 切削清掃済みの管をソケットに挿入し、ソケット端面に沿って円周方向にマーキングしま

す。この作業は、清掃面を素手で触れないよう注意して行います。 

(5) ソケットに標線の位置まで挿入した後、ソケットと管をクランプで固定します。 

(6) ソケットの端子にコントローラの出力ケーブルを接続した後、バーコードリーダで継ぎ手

に貼ってあるバーコードを読み込みます。 

(7) コントローラのスタートボタンを押し、数分後、通電が終了し、インジケータが隆起して

いること。コントローラの表示が正常終了を示していること確認します。 

※異常終了の場合は表示部のエラー番号から原因を確認し、接合部分を切り取り、新しい

ＥＦソケットを用いて再施工します。 

(8) 融着が正常終了した後、クランプで固定したまま、外力を加えないで状態で10分間以上冷

却します。 

(9) 融着部には、冷却完了時間・融着年月・請負工事店名・融着者名（有資格者）を油性マジ

ックで記入した後、クランプを取り外します。 

(10)ロケーティングワイヤーの接続（キャップ・テーピング）を確認後、管防護用砂を人力で

投入し、管の両側で均等に胴締めを行いながら敷き均し、人力で管上10cmまで転圧してい

きます。 

 

 

また、既設の水道管と交差する箇所については、サンドブラスト対策として、保護用ゴムシート

を幅70cm以上ガス管に巻き付けて防護します。離隔が15cm以上取れない場合は、砕石入り土嚢を

併用します。 

 

ガス技術テキスト等のコピーに、留意する箇所をマーカーで着色したものの添付

でも了とします。 

ただし、現場特有の材料や工法の施工手順は必ず、追記する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

H. 水

う

し

け

I-2. 

を

J. 埋

る

水取り器用ボッ

基礎となる地

う注意しながら

します。 

底版は、水準

けます。 

 

供給管の取り

を取り付けます

(1) 将来のス

（融着）

掃し、砂

 

  本(支)管

 

 

 

 

 

  本管が15

 

 

 

 

 

 

 

(2) サドルの

ーキング

製の手袋

清掃しま

(3) 切削面か

ルクラン

(4) ソケット

に貼って

(5) コントロ

いること。

※異常終

します

(6) 融着が正

却します

(7) 融着部に

ックで記

(8) サドルの

（○○MP

※不合格

(9) サドルに

(10)切片を回

(11)分岐部に

う布設し

(12)供給管の

○○分間

 

埋め戻しに際し

るよう敷き均し

※一般土木

ックスには、コ

地盤は、据付け

ら十分転圧しま

準器等を用いて

出しは、事前

す。（詳細は大津

スクイズオフに

部から管外径

や異物を取り

が50A～100Aの

0A～200Aの場

融着面より広

グが完全に消え

袋）で切削面と

す。 

からサドルがは

ンプで管とサド

の端子にコン

あるバーコー

ーラのスター

。コントロー

終了の場合は表

す。また、失敗

正常終了した後

す。 

は、冷却完了

記入した後、ク

分岐部に気密

Pa以上 ○分間

格の場合はサド

タッピング工

収されたこと

供給管(PE)管

ていきます。

の気密試験はチ

行います。

しては、落下高

し・転圧を行い

木工事等共通仕
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コンクリート製

け後にボックス

ます。仕上がり

て水平度を確認

前に住民（地権

津市企業局ガス

に備えＥＦサ

径の３倍×２以

除きます。

の場合の注意点

場合の注意点

広い範囲を管に

えるまで表面を

サドルの融着

はみ出さないよ

ドルを固定しま

ントローラの出

ードを読み込み

ートボタンを押

ラの表示が正常

表示部のエラー

敗したサドルは

後、クランプで

了時間・融着年

ランプを取り

密ストッパを固

間以上）を行い

ドルは首部で切

工具を取り付け

確認します。

管を融着し、道

 

チャンバー型圧

高が50cmを越え

います。 

仕様書（県）第

- 

製を使用します

スが沈下しない

り高さは、仕上

認しながら、道

権者）と打合せ

ス技術テキス

ドル取り付け位

以上離れている

点 

に油性マジック

を切削します。

着面をアセトン

よう、融着面を

す。 

出力ケーブルを

みます。 

押し、数分後、

常終了を示して

ー番号から原因

は首部で切断し

で固定したまま

年月・請負工事

外します。

固定し、圧縮空

います。 

切断し、別の場

け、穿孔します

 

道路境界（側溝

圧力計を用い、

えない※よう埋
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す。 

いよう、水取り

上がり高さは、

道路線形や鉄蓋

せを行った位置

ト（本支管編）

位置が隣接す

ることを確認し

クでマーキング

切削完了後、

ンを浸み込ませ

を素手で触らな

を接続した後、

通電が終了し

ていること確認

因を確認し、新

しておきます。

ま、外力を加え

事店名・融着者

空気を入れて圧

場所で再施工し

す。 

溝の道路側）で

本(支管)と同

埋め戻し材を投

編２－２－７ 

り器や管に損傷

、製品高さのG

蓋の開閉方向に

置に下記の手順

）参照） 

するサドルまた

した後、管表面

グした後、専用

素手（または

せたペーパータ

ないよう注意し

バーコードリ

し、インジケー

認します。 

新品のサドルを

 

えないで状態で

者名（有資格者

圧力ゲージを用

します。 

で80cm以上の土

同時に○○kPa

投入し、１層が

 埋戻し １．

傷を与えないよ

GL.－○○cmと

に注意して据付

順でＥＦサドル

たは本管の接合

面をウエスで清

用切削工具でマ

はポリエチレン

タオルを用いて

しながら、サド

リーダで継ぎ手

ータが隆起して

を用いて再施工

で10分間以上冷

者）を油性マジ

用いて気密試験

土被りになるよ

a以上の圧力で

が20cm以下にな

（２） 

よ

と

付

ル

合

清

マ

ン

て

ド

手

て

工

冷

ジ

験

よ

で
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K. 下

で

 上

イ

 

L. 上

よ

す

ま

温

  転

 

M. 既

事

の

  な

を

 

N. 当

承

書

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 管頂より

取り除き

  ※農業用

ます。

(2) G.L-40cm

  農業用水

   （現場

 

下層路盤は、１

で転圧を行いま

上層路盤は、１

イブロコンパク

上層路盤上の浮

ように均一に散

す。合材の転圧

また、アスフ

温度が150℃以上

転圧完了後は合

既設管との連絡

事の日程が確定

の内容を工事作

なお、ガスの遮

を用いてガスバ

当現場は複雑な

承認を受けた後

書に基づき実施

※大規模又は

連絡工事

上10cmまでは

ながら、１層

水路を下越し

（現場特有の注

m（管上50cm）

路横断箇所は

場特有の注意事

１層が20cm以下

ます。 

１層が15cm以下

クターで転圧を

浮石を取り除い

散布します。ま

圧はコンバイン

ァルト合材は敷

上となるよう寒

合材温度が50℃

絡（接続）工事

定し次第、実施

作業者全員に周

遮断は既設管が

バッグで遮断し

な管路であるた

後、その内容を

施します。 

は複雑な管路等

承認書 
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は、砂で管を防

が20cm以下に

しする箇所は入

注意事項等を記

の位置に埋設

は、土被りが1.

事項等を記載す

下になるよう再

下になるよう粒

を行います。

いた後、エンジ

また、既設舗装

ンド型振動ロー

敷き均した時

寒冷時には保温

℃以下に冷めた

事は本管及び供

施７日前までに

周知徹底し、現

がPE150Aである

します。 

ため、実施７日

を関係者に徹底

等で監督職員が

- 

防護した後、G.

なるよう２層

入念に横断管の

記載する。）

設標識シートを

1ｍを越えるた

する。） 

再生砕石（RC-

粒度調整砕石

ジンスプレーヤ

装の切断面には

ーラで行います

の温度が110℃

温用シートで養

たことを確認し

供給管布設完了

に「連絡工事承

現場に携行しま

るので、バイパ

日前までに「パ

底するとともに

が指示した場合

L-40cmの深さ

に分けてタン

の下側に空隙が

敷きます。 

ため、G.L.-60

-30）を敷き均

（M-30）を敷

ヤでプライムコ

はブラシを用い

す。 

℃以上でなけれ

養生して運搬し

して交通開放し

了後の工事の最

承認書」を監督

ます。 

パスサドルを融

パージ作業計画

に現場に携行し

合 

パージ作業

さまで、在来土

ンパで転圧を行

がないように土

 

0cmの位置に敷

均し、バイブロ

敷き均し、２層

コートを1.26ℓ

いて塗布し、接

ればならないた

します。 

します。 

最終段階で行い

督職員に提出し

融着した後、ノ

画書」を監督職

し、実作業はパ

業計画書 

土の大きな石を

行います。 

土砂を突き入れ

敷きます。 

ロコンパクター

層に分けて、バ

/㎡以上となる

接着性を高めま

ため、現場到着

います。連絡工

し、承認後、そ

ノーブロー工法

職員に提出し、

パージ作業計画

を

れ

ー

バ

る

ま

着

工

そ

法

画
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                            ※現場で使用する機種名を記載 

例では HG式：ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 

                                  

 

 

 

日々繰り返し 

 

 

 

 

 

 

B.舗装取り壊し工 
※BH 0.1ｍ3 

D.掘削工 
※BH 0.1ｍ3 

F.土留工 

G-1.ＧＸ形管布設工 

G-2.ガスPE管布設工 

K.路盤工 
※ﾊﾞｲﾌﾞﾛｺﾝﾊﾟｸﾀｰ100kg

C.舗装ガラ運搬工 
※DT 2t 

E.発生土運搬工 
※DT 2t、DT 4t 

J.埋め戻し工 
※ﾀﾝﾊﾟ80kg、BH 0.1ｍ3

[立会い確認] 

現場密度試験 

・路床(○○%以上) 

・上層路盤(○○%以上) 

  測点１と６で実施 

（○○㎡毎に1回以上） 

[段階確認] 

水圧試験 

・接続点～測点５布設完

了時 

気密試験 

・接続点～測点５布設完

了時 

○○ｋPa以上 ○分間

H-2.水取器設置工 

継ぎ手チェック 

シート（継ぎ手毎） 

水圧試験（全箇所） 

・○○MPa以上 ○分間 

気密試験（全箇所） 

ｻﾄﾞﾙ  ○○MPa ○分間

供給管(本管と同時） 

○○kPa以上 ○分間 

I-1.給水管布設工 

I-2.供給管布設工 

A.舗装切断工 

コア密度試験 

○○%以上 

 路線ＡとＢで実施 

（○○㎡毎に1回以上）

M.連絡工 

N.パージ 

連絡工事承認書 

L.舗装仮復旧工 
※HG式振動ﾛｰﾗ 0.5t 

  パージ作業 

計画書 

(ｴ) 水道ＧＸ－φ１５０・ガス用ＰＥ－ＥＦ管φ１００共同施工作業フローの記載例 

H-1.弁栓類設置工 



 

２）施工
 

A. 舗

出

 【基

舗

流

に処

 

B. 舗
 

C. 舗

資

 

D. 掘

㎜

し

ど

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E. 掘

置

 

F. 測

の

現

土

ら

 

G-1. 

げ

ー

の

だ

そ

以上

 

管

格者

 

 

 

 

 

 

工実施上の留意

舗装切断には、

出しないよう回

基準量を越える

舗装切断には

出しないよう

処理します。 

舗装を取り壊す

舗装ガラはダン

資材置き場に仮

掘削は、共同施

㎜、水道1,070㎜

しながら、掘り

どがある場合は

掘削土砂は、ダ

置き場に仮置き

測点○付近にあ

の区間でも、崩

現場に用意して

土圧が発生しな

ら撤去します。

GX管の布設に

げます。 

事前に枕木の

ーブを端から50

の手順（添付の

だけ管に密着さ

同時に、明示テ

その後、スリ

上となるよう

管の接合は、

者が下記の手順

 

(1) 差し口外

(2) ロックリ

す。ライ

まで挿入

(3) ゴム輪の

うに正確

 

この手引き

提出は、協

たものの添

ただし、現

意事項及び施

排水吸引機能

回収し、適正に

る場合】 

、排水吸引機

回収し、建設

す際は、必要以

ンプトラックで

仮置きした後、

施工であるため

㎜）、バックホ

進めます。そ

は取り除きます

ダンプトラック

きした後、指定

ある水路を下越

崩壊性の高い地

ておきます。（詳

ないよう埋め戻

 

に際し、余掘り

の上で明示テー

0cmの位置に付

のポリエチレン

せて固定しま

テープと緩み

ーブに傷をつ

に管を吊り降

日本ダクタイ

順で施工します

外面を、端部か

ングとロック

ナを使用する

入した後、受口

装着は、ヒー

に行います。

はホームペー

協会やメーカー

付でも了とし

現場特有の材
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施工方法 

能付きの切断機

に処理します。

機能付きの切断

設汚泥として、

以上の騒音が発

で直接、産廃処

産廃処理契約

め、幅○○cm

ホウで所定の深

その後、床付け

す。 

クで直接、指定

定処分地である

越しするため、

地山を確認した

詳細は仮設備

戻しに合わせて

り分（44㎜）に

ープを管に貼り

付けられた印と

ンスリーブ施工

ます。 

をもたせたロ

けないように

ろします。 

ル鋳鉄管協会

す。（詳細は添

から30cm程度ウ

クリングホルダ

る箇所について

奥部に当たっ

ール部を手前に

 

ージに公開する

ーの施工要領書

ます。 

材料や工法の施

- 

機械を使用しま

 

断機械を使用し

株式会社○○

発生しないよう

処理契約を締結

約を締結した○

m、深さは掘削

深さ（設計値1

け面を人力で平

定処分地である

る○○に搬出し

前後4ｍの区

た際に、速やか

備工の欄に記載

て、段階的に引

に管基礎として

り付けた後、挿

と管の端が一致

工要領書）に従

ケーティング

に注意して、同

会の接合要領書

添付の接合要領

エスで清掃し

ダが正常な状態

ては、ライナの

ていることを

にしてヒール部

るため、図をあ

書等に、留意す

施工手順は必

ます。発生する

します。発生す

○（○○市○○

う留意します。

結した○○に搬

○○に搬出しま

削深の深いガス

1,114㎜）まで

平坦に整えます

る○○に搬出し

します。］ 

区間で土留を行

かに土留めがで

載）撤去は、必

引き抜きを行い

て砂を敷き均し

挿し口側から挿

致するよう引き

従い、損傷のな

ワイヤーを管上

同時に布設する

書に基づき作業

領書参照） 

ます。 

態であるか目

の向きに注意し

手で触って確

部が受口内面の

あえて書き直し

する箇所をマー

必ず、追記す

る泥水が道路側

する泥水が道路

○町○○番）に

 

搬出します。

ます。］ 

ス管に合わせて

で横断管や土質

す。その際、床

します。［また

行います。ただ

できるよう常に

必要以上に引き

い、地山の変調

し・転圧を行い

挿入して、ポリ

き伸ばします。

ないよう十分注

上に固定しま

る低圧ガス管と

業主任者一覧表

視及び手で触

しながら受け口

確認します。 

の凹部に完全に

していますが、

ーカーで着色し

る。 

側溝や水路に流

路側溝や水路に

に搬出し、適正

［または、当社

て（ガス1,11

質の変調に留意

床付け面に石な

たは、当社資材

だし、これ以外

に土留め資材を

き抜き時の付加

調に注意しなが

い、平坦に仕上

リエチレンスリ

その後、所定

注意し、できる

す。 

との離隔が30cm

表に記載の有資

触って確認しま

口の奥に当たる

にはまり込むよ

し

流

に

正

社

4

意

な

材

外

を

加

が

上

リ

定

る

m

資

ま

る

よ
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(4) 挿し口先端から白線Aまでの範囲及びゴム輪の挿し口接触部分に滑材をむらなく塗布しま

す。塗布の際には、受口内面やゴム輪の奥側に滑剤が付着しないよう注意して施工しま

す。 

 

 

 

 

(5) 当工事で布設するφ150㎜に対応した接合用のリングとレバーホイスト（１台）を使用

し、白線Ａの幅の中に受口端面がくるように挿し口を挿入します。 

(6) 切管を使用する場合は、切管先端から24.5㎜（φ150の場合）の位置に専用の溝切機械で

幅4.5㎜、深さ2.5㎜の溝を加工した後、専用のチェックゲージで所定の寸法で加工できて

いることを確認します。あわせて、加工した箇所のバリなどをやすりで取り除きます。溝

切や面取り加工した面にダクタイル鋳鉄管切管鉄部用塗料を塗布します。 

(7) 溝用シールで切管用挿し口リングを溝に取り付け、隙間ゲージで浮き上がりがないことを

確認した後、タッピングネジで固定します。再度、隙間ゲージで浮き上がりがないことを

確認します。 

(8) 挿し口に２本の白線（白線Ａ、Ｂ）を下図の位置に白色油性マジックでマーキングしま

す。なお、当工事はGXφ150㎜なので、ℓ1は185㎜です。 

 

 

 

 

 

 

 

(9) Ｇ－Ｌｉｎｋを使用する場合も、(6)～(8)と同じ手順で挿し口を加工します。 

 
接合が完了したら、埋め戻した時に、継ぎ手の形状に無理なく馴染むよう十分たるませて固定し

ます。押しボルトのあるＧ－Ｌｉｎｋなどの使用箇所は短く切った四重に折りたたんだスリーブ

を押しボルトに当てて養生し、スリーブの損傷を防止します。 

 その後、ガス管PE-100Aの基礎天端まで（厚み56㎜）砂を敷き均し・転圧を行い、平坦に仕上

げます。ガス管を布設した後、ガス管頂より上10cmまでは、砂で管を防護します。 

 

G-2. ＰＥ管の布設に際し、掘削溝内での融着時に砂やほこり、地下水が融着作業の支障にならない

よう管の下にシートを敷きます。また、突然の降雨などで融着面が濡れないよう簡易テントを現

場に常備します。 

   管基礎は砂を敷き均し・転圧を行い、平坦に仕上げます（厚み10cm）。 

   明示テープと緩みをもたせたロケーティングワイヤーを管上に固定した後、同時に布設する水

道管との離隔が30cm以上となるように掘削溝内に管を吊り降ろします。 

 

管の接合は、作業主任者一覧表に記載の外管工事士（の指揮監督の下）が大津市企業局ガス技

術テキスト（本支管編）に基づき、下記の手順で施工します。 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 掘削溝内で接合する場合は、砂やほこりなどが付着しないよう接合箇所の下に清潔なビニ

ールシートを敷いた後、差し口外面を、端部から20cm以上をペーパータオルで清掃しま

す。 

(2) 管端から規定の差込長さ（φ150の場合○○㎜）の位置に標線を油性マジックで記入し、

削り残しや切削むらがわかるよう切削面をマーキングします。 

(3) スクレーパーを用いて管端から標線の間をマーキングが完全に消えるまで切削します。切

削完了後、切削面とソケット内面全体をアセトンを浸み込ませたペーパータオルを用いて

清掃します。 

(4) 切削清掃済みの管をソケットに挿入し、ソケット端面に沿って円周方向にマーキングしま

す。この作業は、清掃面を素手で触れないよう注意して行います。 

(5) ソケットに標線の位置まで挿入した後、ソケットと管をクランプで固定します。 

(6) ソケットの端子にコントローラの出力ケーブルを接続した後、バーコードリーダで継ぎ手

に貼ってあるバーコードを読み込みます。 

 

白線Ｂ 白線Ａ

切管用挿し口リング

10 10

80 ℓ1

白線Ｂ

白線Ａ

ロックリング

直管用ゴム輪
ロックリングホルダ

挿し口突部
受口奥部

ガス技術テキスト等のコピーに、留意する箇所をマーカーで着色したものの添付

でも了とします。 

ただし、現場特有の材料や工法の施工手順は必ず、追記する。 



 

 

H-1. 

う

け

 

H-2. 

う

し

け

I-1. 

り

I-2. 

を

(7) コントロ

いること。

※異常終

ＥＦソ

(8) 融着が正

却します

(9) 融着部に

ックで記

(10)ロケーテ

投入し、

きます。

仕切弁用ボッ

基礎となる地

う注意しながら

底版は、水準

けます。 

水取り器用ボ

基礎となる地

う注意しながら

します。 

底版は、水準

けます。 

 

給水管の取り

付けます。（詳

(1) 分水栓取

した後、

(2) 分水栓を

ならない

  当工事は

(3) 穿孔は内

ながら行

(4) 切粉が完

(5) PP管を接

す。 

(6) 止水栓ま

(7) 分水栓を

３箇所を

 

供給管の取り

を取り付けます

(1) 将来のス

（融着部

掃し、砂

 

  本(支)管

 

 

 

 

 

  本管が15

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ーラのスター

。コントロー

終了の場合は表

ソケットを用い

正常終了した後

す。 

は、冷却完了

記入した後、ク

ィングワイヤ

管の両側で均

 

ックスには、コ

地盤は、据付け

ら十分転圧しま

準器等を用いて

ボックスには、

地盤は、据付け

ら十分転圧しま

準器等を用いて

出しは、事前

詳細は添付の施

取り付け位置が

管表面をウエ

管軸方向に垂

よう左右交互

ＧＸφ150用で

内面粉体塗装用

行います。 

完全に排水され

接続し、道路境

での布設が完

防食フィルム

固定した後、

出しは、事前

す。（詳細は大津

スクイズオフに

）から管外径

や異物を取り

が50A～100Aの

0A～200Aの場
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ートボタンを押

ラの表示が正常

表示部のエラー

いて再施工しま

後、クランプで

了時間・融着年

ランプを取り

ヤーの接続（キ

均等に胴締めを

コンクリート製

け後にボックス

ます。仕上がり

て水平度を確認

コンクリート

け後にボックス

ます。仕上がり

て水平度を確認

前に住民（地権

施工要領書参照

が隣接する分水

スで清掃し、

垂直になってい

互にトルクレン

であるため、M

用の専用のドリ

れたこと確認し

境界（側溝の道

完了した後、水

ムで包み込むよ

防食用ビニー

前に住民（地権

津市企業局ガス

に備えＥＦサ

径の３倍×２以

除きます。

の場合の注意点

場合の注意点

- 

押し、数分後、

常終了を示して

ー番号から原因

ます。 

で固定したまま

年月・請負工事

外します。

キャップ・テー

を行いながら敷

製を使用します

スが沈下しない

り高さは、製品

認しながら、道

ト製を使用しま

スが沈下しない

り高さは、仕上

認しながら、道

権者）と打合せ

照） 

水栓、本管の接

砂や異物を取

いることを確認

ンチを用いて本

M○○ボルトの

ルで、穿孔機

した後、挿入機

道路側）で80cm

水圧試験（○○

ように巻き付け

ールテープで密

権者）と打合せ

ス技術テキス

ドル取り付け位

以上離れている

点 

通電が終了し

ていること確認

因を確認し、接

ま、外力を加え

事店名・融着者

ーピング）を確

敷き均し、人力

す。 

いよう、仕切り

品高さのGL.－○

道路線形や鉄蓋

ます。 

いよう、水取り

上がり高さは、

道路線形や鉄蓋

せを行った位置

接合部から30cm

り除きます。

認して、ボルト

本締めします。

○○N･mでトル

機の排水用バル

機で密着コアを

m以上の土被り

Mpa、○分間）

け、固定用バン

閉します。 

せを行った位置

ト（本支管編）

位置が隣接す

ることを確認し

し、インジケー

認します。 

接合部分を切り

えないで状態で

者名（有資格者

確認後、管防護

力で管上10cmま

り弁や管に損傷

○○cmとします

蓋の開閉方向に

り器や管に損傷

、製品高さのG

蓋の開閉方向に

置に下記の手順

m以上離れてい

 

トを仮締めした

 

ルク管理します

ルブを用いて、

を挿入します。

りになるよう布

を実施します

ンドで分水栓両

置に下記の手順

）参照） 

するサドルまた

した後、管表面

ータが隆起して

り取り、新しい

で10分間以上冷

者）を油性マジ

護用砂を人力で

まで転圧してい

傷を与えないよ

す。 

に注意して据付

傷を与えないよ

GL.－○○cmと

に注意して据付

順で分水栓を取

いることを確認

た後、片締めに

す。 

切粉を排水し

 

布設していきま

す。 

両端と給水側の

順でＥＦサドル

たは本管の接合

面をウエスで清

て

い

冷

ジ

で

い

よ

付

よ

と

付

取

認

に

し

ま

の

ル

合

清



 

J. 埋

る

 

 

 

 

 

 

 

K. 下

で

 上

イ

 

L. 上

よ

す

ま

温

  転

 

M. 既

事

の

  な

を

(2) サドルの

ーキング

製の手袋

清掃しま

(3) 切削面か

ルクラン

(4) ソケット

に貼って

(5) コントロ

いること。

※異常終

します

(6) 融着が正

却します

(7) 融着部に

ックで記

(8) サドルの

（○○MP

※不合格

(9) サドルに

(10) 切片を回

(11)分岐部に

う布設し

(12)供給管の

○○分間

 

埋め戻しに際し

るよう敷き均し

※一般土木

(1) G.L.-80c

と敷き均

その後、

るよう２

  ※農業用

ます。

(2) G.L-40cm

  農業用水

   （現場

 

下層路盤は、１

で転圧を行いま

上層路盤は、１

イブロコンパク

上層路盤上の浮

ように均一に散

す。合材の転圧

また、アスフ

温度が150℃以上

転圧完了後は合

既設管との連絡

事の日程が確定

の内容を工事作

なお、ガスの遮

を用いてガスバ

融着面より広

グが完全に消え

袋）で切削面と

す。 

からサドルがは

ンプで管とサド

の端子にコン

あるバーコー

ーラのスター

。コントロー

終了の場合は表

す。また、失敗

正常終了した後

す。 

は、冷却完了

記入した後、ク

分岐部に気密

Pa ○分間以上

格の場合はサド

タッピング工

回収されたこと

供給管(PE)管

ていきます。

の気密試験はチ

行います。

しては、落下高

し・転圧を行い

木工事等共通仕

m（管頂より上

しを行いなが

G.L-40cmの深

層に分けてタ

水路を下越し

（現場特有の注

m（管上50cm）

路横断箇所は

場特有の注意事

１層が20cm以下

ます。 

１層が15cm以下

クターで転圧を

浮石を取り除い

散布します。ま

圧はハンドガイ

ァルト合材は敷

上となるよう寒

合材温度が50℃

絡（接続）工事

定し次第、実施

作業者全員に周

遮断は既設管が

バッグで遮断し
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広い範囲を管に

えるまで表面を

サドルの融着

はみ出さないよ

ドルを固定しま

ントローラの出

ードを読み込み

ートボタンを押

ラの表示が正常

表示部のエラー

敗したサドルは

後、クランプで

了時間・融着年

ランプを取り

密ストッパを固

上）を行います

ドルは首部で切

工具を取り付け

と確認します。

管を融着し、道

 

チャンバー型圧

高が50cmを越え

います。 

仕様書（県）第

上10cm）まで

がら、管頂まで

深さまで、在来

ンパで転圧を

しする箇所は入

注意事項等を記

の位置に埋設

は、土被りが1.

事項等を記載す

下になるよう再

下になるよう粒

を行います。

いた後、エンジ

また、既設舗装

イド式振動ロー

敷き均した時

寒冷時には保温

℃以下に冷めた

事は本管及び供

施７日前までに

周知徹底し、現

がPE150Aである

します。 

- 

に油性マジック

を切削します。

着面をアセトン

よう、融着面を

す。 

出力ケーブルを

みます。 

押し、数分後、

常終了を示して

ー番号から原因

は首部で切断し

で固定したまま

年月・請負工事

外します。

固定し、圧縮空

す。 

切断し、別の場

け、穿孔します

 

道路境界（側溝

圧力計を用い、

えない※よう埋

第16 編 水道

は、ＧＸ管上

でと、管上10cm

来土の大きな石

行います。

入念に横断管の

記載する。）

設標識シートを

1ｍを越えるた

する。） 

再生砕石（RC-

粒度調整砕石

ジンスプレーヤ

装の切断面には

ーラで行います

の温度が110℃

温用シートで養

たことを確認し

供給管布設完了

に「連絡工事承

現場に携行しま

るので、バイパ

クでマーキング

切削完了後、

ンを浸み込ませ

を素手で触らな

を接続した後、

通電が終了し

ていること確認

因を確認し、新

しておきます。

ま、外力を加え

事店名・融着者

空気を入れて圧

場所で再施工し

す。 

溝の道路側）で

本(支管)と同

埋め戻し材を投

編２－２－７ 

にも、ガス管

mまでの２層に

石を取り除きな

の下側に空隙が

敷きます。 

ため、G.L.-60

-30）を敷き均

（M-30）を敷

ヤでプライムコ

はブラシを用い

す。 

℃以上でなけれ

養生して運搬し

して交通開放し

了後の工事の最

承認書」を監督

ます。 

パスサドルを融

グした後、専用

素手（または

せたペーパータ

ないよう注意し

バーコードリ

し、インジケー

認します。 

新品のサドルを

 

えないで状態で

者名（有資格者

圧力ゲージを用

します。 

で80cm以上の土

同時に○○kPa

投入し、１層が

 埋戻し １．

管防護用砂を投

に分けて人力で

ながら、１層が

がないように土

 

0cmの位置に敷

均し、バイブロ

敷き均し、２層

コートを1.26ℓ

いて塗布し、接

ればならないた

します。 

します。 

最終段階で行い

督職員に提出し

融着した後、ノ

用切削工具でマ

はポリエチレン

タオルを用いて

しながら、サド

リーダで継ぎ手

ータが隆起して

を用いて再施工

で10分間以上冷

者）を油性マジ

用いて気密試験

土被りになるよ

a以上の圧力で

が20cm以下にな

（２） 

投入し、胴締め

で転圧します。

が20cm以下にな

土砂を突き入れ

敷きます。 

ロコンパクター

層に分けて、バ

/㎡以上となる

接着性を高めま

ため、現場到着

います。連絡工

し、承認後、そ

ノーブロー工法

マ

ン

て

ド

手

て

工

冷

ジ

験

よ

で

な

め

な

れ

ー

バ

る

ま

着

工

そ

法



 

 

N. 当

承

書

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当現場は複雑な

承認を受けた後

書に基づき実施

※大規模又は

連絡工事

な管路であるた

後、その内容を

施します。 

は複雑な管路等

事承認書 
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ため、実施７日

を関係者に徹底

等で監督職員が

- 

日前までに「パ

底するとともに

が指示した場合

パージ作業計画

に現場に携行し

合 

パージ作

画書」を監督職

し、実作業はパ

作業計画書 

職員に提出し、

パージ作業計画画



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

 

 

 

     

２）施工

A. 舗

出

 【基

舗

流

に処

 

B. 舗
 

C. 舗

資

 

D. 掘

し

め

付

 

 

 

[段

[立

現場

・路

・上

  

（○

(ｵ) 下

     

     

  日々繰

 

 

工実施上の留

舗装切断には、

出しないよう回

基準量を越える

舗装切断には

出しないよう

処理します。 

舗装を取り壊す

舗装ガラはダン

資材置き場に仮

掘削の際は、横

しながらバック

めます。その後

付け面に石など

段階確認] 

掘削～仮復旧

No.2～No.3ス

立会い確認] 

場密度試験 

路床天(○○%以

上層路盤(○○

No.1～No.2で

○○㎡毎に1回

下水道用ＰＲ

      

      

繰り返し 

留意事項及び施

排水吸引機能

回収し、適正に

る場合】 

、排水吸引機

回収し、建設

す際は、必要以

ンプトラックで

仮置きした後、

横断管（この例

クホウで所定の

後、床付け面を

どがある場合は

旧完了 

スパン 

以上) 

○%以上) 

で実施 

回以上） 

ＲＰ管φ２００
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施工方法 

能付きの切断機

に処理します。

機能付きの切断

設汚泥として、

以上の騒音が発

で直接、産廃処

産廃処理契約

例では農業用水

の深さ（設計値

を人力で平坦に

は取り除きます

A

B.舗

G

※ﾊﾞｲﾌ

L.
※HG式

J
※ﾀﾝﾊﾟ

H

I.取

０作業フローの

- 

     

     

機械を使用しま

 

断機械を使用し

株式会社○○

発生しないよう

処理契約を締結

約を締結した○

水）や土質の変

値○○○㎜）ま

に整えます。そ

す。 

.舗装切断工

舗装取り壊し工
※BH 0.1ｍ3 

D.掘削工 
※BH 0.1ｍ3 

F.土留工 

G.管布設工 

K.路盤工 

ﾌﾞﾛｺﾝﾊﾟｸﾀｰ100

舗装仮復旧工

式振動ﾛｰﾗ 0.5

.埋め戻し工

80kg、BH 0.1

.人孔築造工

取付管布設工

の記載例 

  ※現場

例で

     

ます。発生する

します。発生す

○（○○市○○

う留意します。

結した○○に搬

○○に搬出しま

変調に留意

まで掘り進

その際、床

工 

0kg

5t 

ｍ3 場で使用する機

では HG式：ﾊ

   

る泥水が道路側

する泥水が道路

○町○○番）に

 

搬出します。

ます。］ 

C.舗装ガラ運
※DT 2t 

E.発生土運搬
※DT 2t、DT

リブ付き管

日常管理表

コア密度試験

○○%以上 

 路線ＡとＢ

（○○㎡毎に

機種名を記載

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式

側溝や水路に流

路側溝や水路に

に搬出し、適正

［または、当社

運搬工 

搬工 

T 4t 

布設 

表① 

験 

Ｂで実施 

に1回以上） 

流

に

正

社



 

E. 掘

置

 

F. ア

た

常

ない

   

 

G. リ

10

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

掘削土砂は、ダ

置き場に仮置き

アルミ製矢板を

ただし、これ

に土留め資材

いよう埋め戻

 

区間

既設～N

 No.3＋1

 No.4～N

ブ付き管の布

0cm）。基礎上に

      

管の接合は、

ます。（詳細は添

 

 

 

 

 

 

 

(1) ゴム輪を

す。また

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 受口内面

定の滑材

(3) 管軸を合

(4) 管と基礎

防止する

ます。続

高さに管

 

 

 

 

 

 

 

この手引き

提出は、協

たものの添

ただし、現

ダンプトラック

きした後、指定

を用いて、下表

以外の区間で

を現場に用意

しに合わせて、

間（スパン）

No.3＋10.0ｍ

10.0ｍ～No.4

No.6 

布設に際し、管

に管を据え付け

      

プラスチック

添付のハンドブ

端から数えて

、標線の位置

面および差し口

材を清掃した受

合わせ、挿入機

礎砕石の隙間に

ため、管の高

続いて、管の移

管が据え付けら

きはホームペー

協会やメーカー

添付でも了とし

現場特有の材
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クで直接、指定

定処分地である

表のとおり土留

でも崩壊性の高

意しておきます

、地山の変調

2.00

1.85

1.60

管基礎は再生砕

けた後、リブの

      

クリブパイプ協

ブック参照）

て2番目と3番目

置が6番目と7番

口外面のゴミや

受口内面および

機を用いて差し

にスコップを用

高さ調整に使用

移動や変形が生

れていること

b

a

H
R H

ージに公開する

ーの施工要領書

します。 

材料や工法の施

- 

定処分地である

る○○に搬出し

留めを行います

高い地山を確認

す。撤去は、必

に注意しなが

掘削深 

0ｍ～2.25ｍ

5ｍ～2.00ｍ

0ｍ～1.75ｍ

砕石を敷き均し

の下部※にスコ

  ※ 左下

協会の施工ハン

目のリブの間に

番目のリブの間

や付着した汚れ

びゴム輪の外面

し口を標線位置

用いて砕石を充

用した砕石土嚢

生じないよう管

を確認【日常

カッターナイ

るため、図をあ

書等に、留意す

施工手順は必

る○○に搬出し

します。］ 

す。（詳細は仮設

認した際に、速

必要以上に引き

ら段階的に引

矢板長 

2.5ｍ 

2.5ｍ 

2.0ｍ 

し・転圧を行い

コップで砕石を

下図のＨＲの部

ンドブックに基

に表裏正しく装

に記入されて

れ等をウエスで

面に滑剤を均一

置まで差し込み

充填します。同

嚢の側面をカッ

管の周囲に投入

常管理表①管セ

呼び径 H
150 11
200 14
250 18
300 22
350 25
400 24
450 26

7 6 5 4 3 2 1

標線 ゴム

フで切断 

あえて書き直し

する箇所をマー

必ず、追記す

します。［また

設備工の欄に記

速やかに土留め

き抜き時の付加

き抜き、撤去

腹起し段数 

２段 

１段 

１段 

い、平坦に仕上

を充填します。

部分 

基づき、下記の

装着しているこ

ていることも確

で拭き取った後

一に塗布します

みます。 

同時に、管底部

ッターナイフで

入して位置決め

セット時】しま

（単位

a b
160 154
215 204
268 254
322 305
376 355
424 405
476 455

1

輪

していますが、

ーカーで着色し

する。 

たは、当社資材

記載） 

めができるよう

加土圧が発生し

します。 

上げます（厚み

 

の手順で施工し

ことを確認しま

確認します。

後、メーカー指

す。 

部の局部変形を

で大きく切断し

めを行い、設計

す。 

位：㎜）

HR
8

12
15
18
22
20
22

し

材

う

し

み

し

ま

指

を

し

計



 

     

H. 人

を

 

 【

 

 

 

 

 

 【塩

 

 

 

 

 

(5) 管防護砕

動や変形

圧は重量

以上持ち

回繰り返

さに管が

表①１層

  高さ確認

砕石を管

力転圧を

調に注意

ます。 

 

【マンホールと

(1) マンホー

記載する

   ・  

   ・ 

（ ）マンホー

断面内入

に、基礎

 

人孔は、No.1、

を使用し、メー

１号○○マンホ

(1) 基礎は、

いながら

底高より

   ※１号

(2) 底版は流

(3) 底版上面

（○○ｇ

に注意し

※流入

(4) 接合部を

を均等に

して管取

(5) 鉄蓋の高

うよう調

無収縮モ

塩ビ製小型マン

(1) 基礎は床

ながら砂

(2) 本管の勾

管軸をチ

(3) インバー

移動や周

(4) 立ち上が

(5) 管上１０

 

施工計画作

ーで着色し

ただし、

施工計画

ーで着色

ただし、

砕石は、管頂付

形が生じないよ

量２０kg以上の

ち上げ、落下さ

返します。一連

が据え付けられ

層目転圧後】し

認後、矢板引き

管上１２，３c

を行います。並

意しながら、段

との接合】 

ールとの接合は

）・・・・・・

 ・ 

ルとの接合は

り、施工後に

砕石部の転圧

3、5、7、9 

ーカーのマニュ

ホール】  

床付け面がで

栗石を敷き均

３０cm※下がっ

号以下：３０cm

流出管の管芯と

面の接合部を清

）を均等に塗

ながら吊降し

入管や交差点な

清掃し、○○

に塗布した後※、

取り付け壁と接

高さは、調整リ

調整します。調

ルタルで充填

ンホール】 

床付け面ができ

を十分突き固

勾配に合わせて

チェックします

ート部の高さ・

辺に空隙が生

り部の上端が

cmまでは、砂

作成時は、協会

したものの添付

現場特有の材

画作成時は、協

色したものの添

、現場特有の
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付近まで砕石を

よう人力で転圧

のタコを用い。

させ転圧します

連の転圧が完了

れていることを

します。 

き抜き時の沈下

mまで１層目と

並行して、管の

段階的に矢板を

は、・・・・・（

・。 

は、右図のよう

不等沈下する

を入念に行い

に１号○○マ

ュアルに従って

できるだけドラ

均し、タンパで

った高さである

m  ２号、３

マークが一致

清掃し、○○（

塗布した後、管

して底版と接合

などの制約がな

○（専用のゴム

、斜壁（直壁

接合します。

ングと調整用

調整部の隙間は

填します。 

きるだけドライ

め所定の高さ

てインバート部

す。 

勾配・軸心が

生じないよう左

GL.-１５cmの

砂を突き固め防

会やメーカーの

付でも了としま

材料や工法の

協会やメーカー

添付でも了とし

の材料や工法

- 

を投入し、管の

圧します。人力

１回毎に４０

す。この手順を

了した後、設計

を確認【日常管

下を考慮して防

と同様の手順で

の移動や地山の

を引き上げてい

（使用するマン

に継ぎ手が人

る恐れもあるた

ます 

ンホールと、

て施工します。

ライな状態にな

で転圧をした後

ることを確認し

号：３７cm

致するように吊

（専用のゴムや

管取り付け壁を

合します。 

ないかぎり、足

ムやテープ等）

）を接合金具

※メーカーに

用ワッシャ（ス

は、荷重が均等

イな状態になる

（厚み１０cm

部の高さを確認

が設計どおりで

左右交互に砂を

位置になるよ

防護した後、順

の施工要領書等

ます。 

の施工手順は

ーの施工要領書

します。 

法の施工手順は

の移

力転

０cm

を７

計高

管理

防護

で人

の変

いき

ンホール可とう

人孔掘削

ため、特

No.2、4、6、

 

なるよう壷掘り

後、モルタルを

します。 

降し、水平に

やテープ等）を

を底版との接合

足掛けは路側帯

を取り付け、

具や足掛け金物

より接合方法

スペーサー）で

等に調整リング

るよう壷掘りや

）に仕上げま

認し、仮固定し

であることを確

投入し、人力

う切断し、垂

順次、埋め戻し

等に、留意す

必ず、追記す

書等に、留意す

は必ず、追記

う継ぎ手に応じ

8 に塩ビ製小

りや溝を作って

を敷き均し、下

に据え付けます

を取り付け、専

合金具や足掛け

帯側 

専用のシール

物の位置に注意

法が異なる。 

で道路の縦断・

グや斜壁に伝え

や溝を作っての

す。 

した後、本管の

確認した後、イ

力で突き固めま

垂直に設置しま

しを行います。

る箇所をマー

する。 

する箇所をマー

記する。 

じた施工手順を

小型マンホール

ての水替えを行

下流側の計画管

す。 

専用のシール材

け金物の位置※

ル材（○○ｇ）

意しながら吊降

・横断勾配に合

えられるように

の水替えを行い

の勾配・高さ・

インバート部の

す。 

す。 

 

カ

ーカ

を

ル

行

管

材
※

降

合

に

い

・

の



 

 

I. 

 

 

 

 

 

 

J. 埋

よ

 

 

 

 

 

 

 

 

K. 下

で

 上

イ

 

L. 上

よ

す

ま

温

  転

(6) 基礎とな

よう注意

座、防護

取付管（お

取付け管用

(1) 支管取り

上、呼び

穿孔しま

(2) 支管の接

練して使

  主剤と硬

て、樹脂

さで帯状

盛り付け

 

(3) 接合をよ

所に巻き

 

 

(4) 支管外縁

き間に接

 

(5) 取付管(V

土被りに

 

 

埋め戻しに際し

よう敷き均し・

(1) 管頂より

来土の大

を行いま

  人孔部に

ク組み立

(2) 土留め材

いことを

(3) 既設の道

 

下層路盤は、１

で転圧を行いま

上層路盤は、１

イブロコンパク

上層路盤上の浮

ように均一に散

す。合材の転圧

また、アスフ

温度が150℃以上

転圧完了後は合

施工計

ーで着

ただし

る路盤は、据

意しながら所定

護蓋を設置しま

および汚水桝）

用支管を取り付

り付け位置が隣

び径200の場合

ます。穿孔後、

接着には、２液

使用します。

硬化剤を等量手

脂系接合剤はサ

状に切れ目なく

けます。 

り確実なもの

付け、シノで

縁部、支管内面

接合剤を充填し

VU)を接続し、

なるよう布設

しては、落下高

転圧を行いま

上30cmまで管

きな石を取り

す。 

ついては、落

ての進捗に合

材は、埋め戻し

確認した後、

路側溝等の下

１層が20cm以下

ます。 

１層が15cm以下

クターで転圧を

浮石を取り除い

散布します。ま

圧はハンドガイ

ァルト合材は敷

上となるよう寒

合材温度が50℃

計画作成時は、

着色したものの

し、現場特有
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据付け後に防護

定の高さまで転

す。 

）は、事前に

付けます。（詳

隣接する支管と

は90㎝以上離

切断面のバリ

液型手練りタイ

手に取り、色む

サドル部の裏

く、凹部にき

のにするために

で締め付けます

面部（本管せん

して仕上げ、３

道路境界（側

設し、管の周囲

高が50cmを越え

ます。 

管の移動や変形

除きながら、

落下高が50cmを

合わせて、投入

しの進捗に合わ

撤去の準備を

下越し部は、施

下になるよう再

下になるよう粒

を行います。

いた後、エンジ

また、既設舗装

イド式振動ロー

敷き均した時

寒冷時には保温

℃以下まで冷め

協会やメーカ

の添付でも了と

有の材料や工法

- 

護蓋が沈下しな

転圧した後、路

住民（地権者

詳細は添付の施

との芯間距離が

離れていること

リをやすりで取

イプの樹脂系接

むらがなくなる

面外周部に親

ちんと接合剤

に、サドルの分

す。 

ん孔部と支管突

０分以上養生

側溝の道路側）

囲は砂で防護し

えないよう埋め

形に注意しなが

１層が20cm以

を越えないよう

入・敷き均し・

わせて、徐々に

始めます。

施工後に沈下し

再生砕石（RC-

粒度調整砕石

ジンスプレーヤ

装の切断面には

ーラで行います

の温度が110℃

温用シートで養

めたことを確認

カーの施工要領

とします。 

法の施工手順

ないよう、立ち

路面の縦断・横

者）と打合せを

施工要領書参照

が、取付け管呼

を確認した後

取り除きます。

接合剤を十分混

るまでよく混ぜ

親指ぐらいの太

剤が入るように

分岐部に近い場

突出し部）のす

生します。 

で80cm以上の

ます。 

め戻し材を投入

がら転圧した後

以下になるよう

埋め戻し材を

転圧を繰り返

に引き抜き、G.

ないよう入念

-30）を敷き均

（M-30）を敷

ヤでプライムコ

はブラシを用い

す。 

℃以上でなけれ

養生して運搬し

認して交通開放

領書等に、留意

順は必ず、追

ち上がり部に損

横断勾配に注意

を行った位置に

照） 

呼び径150以下

後、ホルソーを

 

混

ぜ

太

に

場

す

の

入し、１層が2

後、G.L-○cmの

う○層に分けて

を投入するため

返します。  

.L.-1.5ｍで地

念に転圧を行い

均し、バイブロ

敷き均し、２層

コートを1.26ℓ

いて塗布し、接

ればならないた

します。 

放します。 

意する箇所をマ

追記する。 

損傷を与えない

意しながら、台

に下記の手順で

下の場合70㎝以

を使用し、管を

0cm以下になる

の深さまで、在

てタンパで転圧

め、人孔ブロッ

 

地山に変調がな

います。 

ロコンパクター

層に分けて、バ

/㎡以上となる

接着性を高めま

ため、現場到着

マーカ

い

台

で

以

を

る

在

圧

ッ

な

ー

バ

る

ま

着


